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音色の知覚 ･感受と奏法との相関関係に関する一考察

一撃の音色に焦点をあてた小学校 1年生の実践分析を通して 一

小川由美
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1.研究の目的

今まで触れたことの無い楽器と出合う際､子ど

もはどのように楽器と関わっていくのか｡まずは､

その楽器に ｢触れてみたい｣と思うだろう｡｢触

れてみたい｣ということは､｢音を鳴らしてみた

い｣ということである｡音を鳴らせば､最初に意

識が向くのは楽器の音色ではないだろうか｡音色

というのはその楽器の特性である｡｢触れてみた

い｣と思った子どもは､｢この楽器はどんな音が

するのかな?｣と､その楽器が持つ音色という特

性にも強い関心を持つと考えられる｡

平成20年改訂の学習指導要領に新設された〔共

通事項〕では､音色を含めた ｢音楽を形づくって

いる要素｣を ｢聴き取り､それらの働きが生み出

すよさや面白さ,美しさを感じ取ること｣I)と

されている｡｢『音楽を形づくっている要素』とは
音楽の『かたち』のことであり､『よさ,面白さ,

美しさ』とは音楽の 『なかみ』のこと｣ 2)であ

り､｢(歌唱 ･器楽 ･音楽づくり･鑑賞の)それぞ
れの活動の中で子どもが音楽の『かたち』を知覚

し､音楽の 『なかみ』を感受して学習していくこ

とが求められている｣ 3)とされている｡

楽器の音色に対して ｢こんな音で､こんな感

じがするのか｣と知覚 ･感受することで､楽器

-の関わり方はどのように変容していくのかを

明らかにしていきたいと考える｡

まず子どもが知覚･感受する対象である楽器の

音色の特質とは何かを明らかにする｡さらに音色

に対する知覚 ･感受を扱った先行研究にあたり､

実践分析の視点を見出すこととする｡そして子ど

もが楽器と出合う場面から､その楽器の音色を探

求する過程をビデオで記録し､子どもの楽器との

関わり方や発言の変容を分析していく｡

(1)音色の特質

アメリカの教科書､音楽事典などから音色の

概念を整理していく｡

構成要素を指導内容としたアメリカの教科書

"srI:VERBURDETT"MUSIC"4)では､以下のよう

に音色の概念が定義されている｡

C̀ONCEPS:Eachvoiceandmusicalinstrumenthasits

ownsDeClalqualitvofsoundcalledわnecolor:

｢概念 :声や楽器はそれぞれ､独自の特別な音

の質を持つ.それは穿盛と呼ばれる｣筆者訳

『ニューグローブ世界音楽大事典第4巻』 5)で

は､音色 (おんしょく)の項で以下のように述

べている｡

｢音の聴感上の性質の一つを表す用語｡例えばク

ラリネットとオーボェを､同じ音符を同じ音量で

鳴らしても異なった音色を生じる｡このような音

の属性の相異のために両者を区別できる｡(後略)｣

『音楽大事典第 1巻』 6)では､｢音色を決定

する大きな要素｣を以下のように述べている｡

｢(前略)楽器の種類なり奏法なりによっては､

音のなかに雑音の成分が含まれ､しかもそれが

鳴り始めに集中的に現れるといったケースもあ
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って､やはり音色の識別に一役買っている｡｣

以上のことから本研究では､子どもが知覚･感

受する対象である楽器の ｢音色｣について､｢そ

の楽器固有の音の質｣とし､さらに ｢奏法によっ

ても音色の違いが現れる｣と定義することとする｡

(2)先行研究

本研究の検証にあたり､楽器経験の少ない小学

校 1年生を対象に､子どもがあまり触れたことの

ない和楽器の撃を用いた実践を分析対象とした｡

撃の音色に注目した先行研究としては､尾藤

弥生の ｢教員養成における等の音色の変化を感

じ取る学習に関する一考察｣7)がある｡この論

文の中で､教員養成の学生を対象に､学生の撃

の音色に対する味わいが深ければ､奏法の習得

状況も高まることが明らかにされている｡

また尾藤は 『日本音楽を学校で教えるという

こと』 8)の ｢第3章つくる活動から学ぶ Partl

和楽器を用いる一挙による音楽づくりから｣に

おいて､撃の楽器の特徴として､｢和楽器の中で､

特に日本的な音色を味わえ､誰でもすぐに日本

的な音が出せ､しかも演奏することができる｡｣

とし､撃には ｢日本的な音色｣という特徴があ

ることを挙げている｡さらに ｢多様な音の余韻

の変化を作ることのできる楽器であり､多様な

演奏方法や音の出し方を研究し､発見するのに

も適しており､個性や創造性を育てることがで

きる｡｣として､挙の音の多様性を指摘している｡

つまり撃は音色に特徴があり､且つ誰にでも容

易に音色を生み出すことができる楽器であり､

音の出し方によって様々な音色が生み出される

楽器であるとしている｡小学校 1年生であって

も､触れるだけで音が鳴る撃ならば､色々な音

の出し方を探究することが可能であり､撃独特

の音色を子ども自身が生み出し､味わうことが

できると考えられるO

尾藤の研究では､子どもを対象とした和楽器

の音色に対する捉えと奏法との関連を扱ってお

らず､その他にも子どもの音色の捉えと奏法と

を関連づけた先行研究は見あたらなかった｡

(3)分析視点

先行研究から､音色に対する味わいの深まり

が奏法と関連していることがわかった｡そこで

本研究では､｢子どもが撃の音色を知覚･感受す

ることと､子どもの奏法-の気づきにはどのよ

うな相関関係があるのかを明らかにする｡｣こと

を目的とした｡音色-の知覚感受と奏法-の気

づきとの相関関係を明らかにするために､以下

の2つの視点で実践を分析していく｡

①撃の音色を知覚 ･感受しているか

②撃の音色を知覚 ･感受したことで､奏法は意

識されたか

2.研究の方法

研究の方法は､実践的方法を取る｡音色を指導

内容とした等を用いた単元｢お筆の色々な音色を

感じてひこう｣ 9)を､小学校1年生を対象に筆

者が実践し､その授業の様子をビデオで記録する｡

そしてビデオ映像記録における子どもの撃への

関わりの様子や発言､授業の最後に子どもが記述

したアセスメントシー トを分析していく｡

本実践では､挙との出合いの場面において音

色を探求する場を持っている｡探求の場を経て

気づいた音色に対する子どもの捉えが､筆の奏

法-の気づきとどのように関連していくのかを

みていく｡

3 内容

(1)実践概要

実践対象 ･大阪市内H小学校 第 1学年 (男子

59名､女子 59名､計 118名｡内､分析対象ク

ラスに抽出した1年2組は男子 19名､女子20

名､計 39名である｡)

実践時期 :2009年 11月5日 (木)

単 元 名 :お琴の色々な音色を感じてひこう

指導内容 :

【音楽の仕組みと技能一日本伝統音楽-】 10)

形式的側面 :音具 ･楽器の音色の知覚/撃の音

色 (いろいろな音色)

内容的側面 :音具 ･楽器の音色が生み出す質の

感受/挙の音色 (いろいろな音色)

技能的側面 :音具 ･楽器の音色を知覚 ･感受し

表す技能/撃の音色 (いろいろな

音色)

教材 :和楽器 (挙)

単元目標と評価規準 :

-86-



音色の知覚･感受と奏法との相関関係に関する一考察

観点 1:音楽-の関心 ･意欲 ･態度

(∋撃の音色に関心をもち､意欲的に挙を演奏し

ている｡【観察】

観点2:音楽的な感受や表現の工夫

(∋ならし方による撃の音色の違いを知覚し､そ

の音色が生み出す感 じの違いを感受 している｡

【発言 ･アセスメントシー ト】
観点3:表現の技能

(∋撃の音色を意識して､撃を演奏することがで

きる｡【演奏】

観点4 :鑑賞の能力 (なし)

表 1 指導計画 (1時間配当)

ステップ1日 時 子どもの学習

経験分析再経験評価 第 ･お琴を触る時の注意点を知るo

1時 ･爪をつけずに自由に等に触り､な

らし方によって色々な音がするこ

とに気づく○

･注意点に気をつけて､どのように

すれば音がなるのかを､爪をつけ

ずにお琴を実際に指ではじいたり

打つたりする.

･音のならし方や､音の感じについて

発見したことを発表し､交流する○

･2種類程度の音色を聴き比べて､

その感じの違いを言葉にする.

･見つけた音のならし方で音をなら

す○

･見つけた音色について､気づいた

こと感じたことをアセスメントシ

(2)子どもの反応

①音探しの様子

1年生の子どもたちは､今まで挙という楽器に

触れたことがなく､本物を見るのも初めてという

子がほとんどであった｡挙を用いた実践に入る事

前学習として､撃の爪をつけたり､撃という楽器

を見たりはしていたが､実際に音を鳴らすことは

初めてである｡子どもたちは､事前学習の段階で

撃に非常に強い興味を示 し､｢早く触ってみた

い｡｣という気持ちを指導者に伝えてきており､
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撃に触れる日を心待ちにしている様子が伺えた｡

通常､筆は ｢爪｣という専用の道具を指には

めるが､指から直に伝わる感触も楽器との出合

いには重要であると考え､最初は爪をつけずに

撃に触れることとした｡また､指だけでなく手

のひらなどで挙に触れることで､色々な音を出

すことができると考え､そこから音色に対する

多様な発見を期待 した｡

指で直に筆に触れた子どもたちは様々な反応

を見せた｡指で絃をはじくと､思ったよりも絃

の感触が固いことや､触ることで絃が震えるこ

とに想いていた｡そして､撃の音に耳を傾け､

絃の色々な場所を触 り､ならし方を変えてみる

姿が見られた｡この時点では､指で色々な絃を

触ったり､手のひらでボンボンと上から叩くと

いった様子がみられ､力加減がわからず指を引

っかけてしまう子どももいたO

②音探し後の交流

音探しをした後､｢どんな音がしましたか?｣

と聞くと､様々な答えが返ってきた｡音探 し後

の交流の場面を､発表者順に4つの場面に分け

た｡子どもの発言や様子の中で､音色に対する

知覚 ･感受とみられるものには下線を､奏法と

みられるものには二重下線を引いた｡

表2 音探し後の交流(か｢プーン｣

子どもの反応(》

三二とていう音がした｡

プ-ンというのは､音の色といって｢ねいろ｣

といいますOどんなならし方をしたらプ-ン

ていった?

なんか､こんなん (1本の指を見せて､ひっ

かけるしぐさをする)

指を､一本指でプ-ン?ちょっとならしてみ

てくれる?

(一本指でひっかけて音を出す)

Nさんのを真似してみます｡[教師の模倣演

奏】みんなもやってみよう｡

(真似して音を出す)

｢どんな音?｣との問いかけに答えたNKは､見つ

けた音を ｢プーン｣という擬音語で表現したOさらに

指導者からの ｢どんなならし方をした?｣との問いか
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けに､人差し指を使ってはじくような動作で示した｡

指導者はそのNKの動作を ｢一本指｣という言薬に置

き換えた｡(表2参照)

表3 音探し後の交流(診 ｢グアン-おぼけの教会｣

子どもの反応(診

OAT この5本指全部を使って､遠くの方からグア

ンとやつたら､おばけが出てくる教会みたい

な音がした○

ちょっとやつてみてくれる?

OAT できるかな一〇

(5本の指で､琴柱の左側を低い経から高い

絃にかけて撫でるようにならす○)

きこえた?

Ca おお一〇(うなずく)

TCa 指5本で遠くから､(音をならす)おばけみた

いだそうです○ちょっとやつてみましょうo

表4 音探し後の交流③ ｢ドレミフアソラシド｣

子どもの反応③

YYUK ⊥杢堕なんだけど､ドレミフアソラシドてい

うところがあって､一回ひいてみるけど､皆

ちょっと聞いてください○(低い絃から高い絃

を-絃ずつならしていくo)

(ハつとした顔する.)

SR (気づいたことを発表しようと手を挙げる○)

T 指1本でどんな風にならしてくれたのかな?

C どつから､ならしたんやろ?

YY (説明に迷う様子)

NSTT こうO(YYの前の列に座って見ていたNSが

1本指を曲げたり伸ばしたりするo

じゃあ､YYくんがやってくれたのを､先生が

やってみます○(低い音から順番に)

一本ずつ遠くからならしていきましたo

NK の ｢プ-ン｣という擬音語表現 と､-木精

で弾 く動作を うけて､OA は見つけた音を ｢5

本指でグアン｣と説明 した｡ さらに､｢グアン｣

とい う音が ｢おばけが出てくる教会みたいな音｣

であると比愉を使って表現 した｡ (表 3参照)

YYは､指の形はNKと同 じ一本指であるが､
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NK の ｢プ-ン｣ とは違い､自分の見つけた音

は ｢ドレミフアソラシ ド｣とい う音であると説

明 した｡そ して､複数の絃を順番にならしてい

った｡ (表4参照)

表5 音探 し後の交流④ ｢チャララララン｣

子どもの反応④

-から最後のところまで､5本指でやったら､

何かチャラララランてこえがきこえてきた｡

ちょっとやってみてくれる｡

(5本指で､奥から一気にならす)

5本指で､今Sくん新しく発見してくれまし

たO-から五って言ってくれました｡皆の右

側に数字が番いてありますねO漢字の数字で

す｡奥から一､二､三､四､五､六､七､八､

九､十､斗､為､巾という糸の名前が書いて

あります｡

と､い､きん｡

奥の-から五を触ったそうです｡皆でやって

みようかO-から五の音｡チャララランとい

う音がするそうです｡

(音を出す｡)

あっちからやるんや｡

ほんまや､なった｡

YYの発見を間近で見ていたSRは､ならす場

所についての説明を ｢-から最後のところ｣と

い うように付け加えた｡そ して 5本指で､複数

の絃を順番にならす と ｢チャララララン｣とい

う音色がすると説明 した｡ (表 5参照)

音について気づいたことを子 どもたち同士で交

流 したことで､自分一人では気づかなかった挙

の多彩な音色に意識が向くようになった｡そ し

てならし方､つま り奏法による響きの違いから

様々なイメージを持つようになった｡

③アセスメン トシー トの記述

授業の最後に奏法や音色について気づいた り

感 じた りしたことをアセスメン トシー トにまと

めたOアセスメン トシー トの記述からは､奏法

や音色についての気づきに加え､｢たかいほ うに

ひいたら｣と撃の楽器の仕組みにも気づいてい

ることがわかる｡ (表 6参照)
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表 6 アセスメン トシー ト｢おことをさわ って､ 4.結果と考察

どんなねいろをみつけま したか?｣ (1)子 どもの気づき

こんなふうに こんなかんじの

ならしたら おとがしたよ

YH たかいほうにひいた たかいおとで､したに

ら､たかいおとがする ひくとさくらが､ひら

よ○ ひらおちてきているみたい○

SSてのうらでやさしく くさが うごいている

交流時の子 どもの反応には､｢音色｣｢撃の楽
器の仕組み｣｢奏法｣に対する気づきがあった｡
そこで､それぞれの気づきがどのような関わ り

を持っているかを図 1に表 した｡またアセスメ

ン トシー トの記述内容 も同様に､｢音色｣｢撃の
楽器の仕組み｣｢奏法｣の 3つの気づさに分けて
整理 した｡ (表 7参照)

表7 アセスメントシー ト記述内容

音色の知覚 .感受 撃の楽器の仕組み-の気づき 奏法-の気づき

YH さくらが､ひらひらおちてきてい たかいほうにひいたら､たかいお たかいおとで､したにひくと

るみたい とがするよ (音の高低)
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(D音色や奏法に気づく

音探しの後の ｢交流時の子どもの気づき｣(図

1参照)から､子どもが最初から音色に注目し

ていることがわかる｡子どもの捉えた音色は､

｢プ-ン｣｢グアン｣｢チャララララン｣といっ

た擬音語で表わされていた｡さらに指導者の｢ど

んなならし方?｣という問いかけに答える形で､

音をならす時の指や手の形を意識するようにな

る｡一人目のNXのならし方を指導者が ｢一本

指｣と説明したことで､その後の他の子どもの

発言にも､｢～本指｣という説明がつくようにな

った｡

音色に対する自分の気づきをまとめて書いた

アセスメントシー トにおいても､SSが ｢てのう

らでやさしくさわる｣と書いていることから､

手や指の色々な場所で撃を触 り､その触り方に

ついても強く意識していたことがわかる｡

② ｢音の感じ｣に気づく

OAの ｢5本指全部を使って､遠くの方からグ

アンとやったら､おばけが出てくる教会みたい｣

という発言を受け､実際にOAがならした音を

聴くと､クラスの子どもたちは ｢おお- (うな

ずく動作)｣と強い共感を示した｡OAは琴柱の

左側をならしていたので､いわゆる不協和音の

ような音となった｡クラスの子どもたちは､音

に対するOAのイメージと､実際に鳴った音の

雰囲気とが合っていると感じ､イメージの共有

が図られた｡それと同時に ｢おお- ｣という驚

きの反応からは､撃で不協和音のような音が出

ることに気づいていなかった､もしくは不協和

音のような音が ｢おばけが出てくる教会｣とい

うイメージで捉えることが出来るということに

気づいていなかったのではないかと考えられる｡

③楽器の仕組みに気づく

YY の ｢ドレミフアソラシ ドっていうところ

がある｣という気づきから､子どもたちは楽器

の仕組みにも注目するようになった｡YY が筆

の絃を低いところから順番にならした音を聴い

て､｢ハツとした顔｣をしたり､自分の気づいた

ことを言おうとすぐに手を挙げたりする様子が

見られた｡

そういった反応をした一人であるSRは､YY

が順番に絃をならしていたことと､そのならし

ていた絃の横に ｢一､二､三､四｣と数字が書

いてあることの関係に気づいた｡そして､自分

の発見である ｢5本指でならしたらチャラララ

ランという音がする｣という説明に､｢-から最

後のところ｣という説明を加えた｡

(2)分析結果と考察

子どもの気づきを､2点の分析視点でみてい

く

①撃の音色を知覚 ･感受しているか

見つけた音を ｢プ-ン｣｢グアン｣｢チャララ

ララン｣といった擬音語で表していたことから

も､挙の音色を知覚していることがわかる｡ま

たOAが ｢おばけが出てくる教会みたい｣と表

現したことから､ならした音の感じを感受して

いることがわかる｡

交流の時点では､音色を擬音語で表すにとど

まっている児童が多かったが､アセスメントシ

ー トのまとめでは､｢さくらがひらひらおちてき

ているみたい｣と記述していることから､挙固

有の音の質を捉えており､撃の音色を知覚 ･感

受していることがわかる｡

②筆の音色を知覚 ･感受したことで､奏法は意

識されたか

子どもが最初に意識をしていたのは､｢撃はど

んな音がするのかな?｣ということであった｡

その為､見つけた音を ｢プ-ン｣という擬音語

ですぐに説明することができた｡しかし ｢どん

なならし方をした?｣という指導者の問いかけ

に対しては､最初のNKは言葉で説明すること

ができず､人差し指だけを立てて､｢こんなん｣

と言って指を動かして説明することになった｡

そこで指導者から､NKの指の動きに ｢一本指｣

という説明が加えられた｡するとその後に続い

た子どもの気づきには､必ず ｢～本指｣という

説明がつき､ならし方と合わせて見つけた音を

紹介するようになった｡

つまり ｢こんな音色がした｣という気づきが

あって､その音色が生み出された原因として､

奏法の説明が促されたことで､子どもの説明も

｢こんなふうにならしたら､こんな音がした｣

というように整理されていったと考えられる｡

以上の2点以外にも､撃の音色や奏法-の気
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づきを交流していく中で､楽器の仕組みに対す

る気づきも出てきた｡例えばYYは､音探しを

しながら色々な絃を触ったことで､全ての絃が

同じ音では無いことに気づき､絃によって音の

高さが違うことに気づいた｡さらに音の高さが

順番になっていることに気づき､それを ｢ドレ

ミプアソラシド｣と説明した｡そのYYの気づ

きから､SRは撃の絃の横に数字の紙が貼られい
ることに気づき､｢-から最後のところまで｣と

いう説明を加えた｡アセスメントシー トにも､

｢たかいほうにひいたら､たかいおと｣という

ように､音の高低を意識 した記述が多く見られ

た｡

5.結論

初めて撃と出合った子どもたちは､｢どんな音

がするのだろう｣という思いを持って､撃と向

き合っていた｡最初は爪をつけずに触る活動だ

ったので ｢音が出ないんじゃないか｣と思って

いた子どもたちも､指や手のひらで触っても音

が出ることを知ると､｢どんな音かな?｣と耳を

すませて聴いていた｡これらのことから､子ど

もたちが撃という楽器に出合った際に､撃の音

に強い興味を示していたことがわかる｡

見つけた音を ｢プ-ン｣という言薬で表すこ

とで､挙固有の ｢音の質｣が知覚された｡その

｢プ-ン｣という音をならす為に ｢1本指｣を

使ったことが意識されると､音色と奏法を結び

つけた発言となった｡そして､｢音の質｣に対す

る感受が深まると､｢さくらが､ひらひらおちて

きているみたい｣｢くさがうごいているようなか

んじ｣と､より豊かなイメージを持って捉えら

れるようになった｡

しかし全ての子どもが撃の音を聴いて､すぐ

にこのようなイメージを持ったわけではない｡

最初は擬音語で音の違いを説明するに留まって

いた｡そして友だちが見つけた色々な音を比較

し､それぞれの音色が醸し出す質の違いを捉え､

挙の音色を十分に味わうようになることで､音

色に対する感受が深まっていったと考えられる｡

また最初は撃を触ることが楽 しく､次々と

色々な場所を触っていたが､友だちと見つけた

音色を交流し､音色に対する知覚 ･感受が深ま

っていくと､友だちや自分がどのようにならし

ていたのかを意職するようになったO友だちが

音を出しているのを見ながら､自分も同じよう

に指や手を動かし､すぐに真似しようとする姿

が多く見られた｡友だちの音の出し方を真似し

ている時は､音探しの時と違い､一回一回の音

のならし方を確かめるような様子が見られた｡

つまり､撃の音色に対する感受が深まるにつれ､

その音色を生み出す奏法への意識も高まってい

った｡奏法を意識するようになると､音探しの

時とは違う奏法を試そうとする姿が多くみられ

た｡その結果､｢てのうらでやさしくさわる｣と

いう奏法を試した SSは､その昔が ｢くさがう
ごいているようなかんじ｣であることを発見し

たCこのことから､奏法に意識が向くと､その

奏法によって生み出される音色-の意識も深ま

ることがわかった｡

さらに今回の実践では､音探しの過程で発見

した楽器の構造(音の高低)にも意識が向いた｡

すると音色 ･奏法とともに楽器の仕組みも合わ

せて説明する姿が見られた｡SRの ｢-から最後
のところまで (楽器の仕組み)､5本指でやった

ら (奏法)､何かチャララララン (音色)てこえ

がきこえきたC｣といった説明からも､音色を生

み出す奏法と､その奏法に関連する楽器の仕組

みにまで意謁はミ向いていることがわかる0

本研究を通して､音色を生み出す原因である

奏法は､結果として生み出された音色が認識さ

れたことで意識されやすくなることがわかった｡

さらに音色-の知覚 ･感受が深まると奏法-の

意識が高まり､奏法-の意識が高まると奏法に

よって生み出される音色-の意識がさらに高ま

る､という相関関係があることもわかった｡

また音色と奏法とを関連させて扱う中で､子ど

もの意識は楽器の仕組みにまで向くことがわか

った｡それぞれの楽器が持つ固有の ｢音の質｣

である音色は､その楽器の仕組みと密接な関係

にある｡子どもの意識が音色への気づきから､

楽器の仕組みにまでつながっていったのは､当

然の結果だったともいえる｡

ここで扱 う ｢奏法｣は､技術習得の為に教師

主導で伝える奏法ではなく､子どもの発見から

生まれる ｢奏法｣であり､結果として楽器の特
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性に順応 した ｢奏法｣が見つけ出された｡楽器

の音色の探究を行 うことは､自然な形での ｢奏

法｣-の気づきにもつながることが明らかとな

った｡

今後の課題として､子どもが音色と奏法との

関連を認識することが､演奏における技能習得

にどのように関わっていくのかをみていく必要

があると考える｡
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